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日
本
国
内
の
介
護
の
担
い
手
不
足
と

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ
の
背
景

畢
煜
：
日
本
国
内
で
は
25
年
度
に
介
護
職
員

が
約
38
万
人
不
足
す
る
と
み
ら
れ
、
人
手
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

在
留
資
格
「
介
護
」
が
創
設
さ
れ
、
当
協
会

会
員
病
院
の
施
設
か
ら
外
国
人
介
護
人
材
へ

の
要
望
や
期
待
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
当
協
会
が
ど
の
よ
う
に

支
援
で
き
る
か
検
討
を
重
ね
、
会
員
学
校
・

会
員
病
院
及
び
施
設
、
そ
し
て
連
携
先
で
あ

る
ベ
ト
ナ
ム
等
海
外
の
教
育
施
設
な
ど
、
全

て
の
コ
ア
・
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
を
集
結
し
、
こ

の
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
立
ち
上
げ
と
な
り
ま

し
た
。

高
度
教
育
を
受
け
た
優
秀
な
人
材
確

保
の
た
め
の
奨
学
金
制
度
の
構
築

畢
煜
：
国
に
よ
る
制
度
の
整
備
が
進
む
中
、

看
護
師
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
同
様
い
か
に
優
秀
な

人
材
を
確
保
で
き
る
か
が
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
功
の
鍵
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
幸

い
な
こ
と
に
我
々
は
ベ
ト
ナ
ム
人
看
護
師
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
現
地
の
い
く

つ
か
の
医
療
系
の
大
学
及
び
短
期
大
学
と
提

携
を
結
び
、
独
自
の
ル
ー
ト
で
学
生
の
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
介
護
の
分

野
に
関
し
て
も
、
大
卒
者
の
募
集
が
可
能
で

す
。

今
村
：
ベ
ト
ナ
ム
は
労
働
人
口
が
あ
ま
り
に

多
く
、
大
学
を
卒
業
し
て
も
国
内
で
就
職
で

き
な
い
と
い
う
事
態
が
起
き
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
一
流
大
学
の
学
生
で
も
、
機
会
が

あ
れ
ば
日
本
に
来
た
い
と
い
う
人
は
多
い
で

す
。
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
っ
て
日
本
で

就
労
す
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
最
低
賃
金

と
は
い
え
日
本
人
と
同
じ
給
与
が
保
証
さ
れ

る
技
能
実
習
生
と
し
て
の
来
日
を
希
望
す
る

学
生
も
急
激
に
増
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
い

ず
れ
も
来
日
前
に
一
定
の
日
本
語
能
力
を
身

に
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
学
習
費
用

を
自
分
で
負
担
す
る
と
な
る
と
躊
躇
す
る
人

が
多
く
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
ま
た
送
り

出
し
機
関
の
ほ
と
ん
ど
は
営
利
目
的
で
あ
り
、

国
内
で
就
職
先
を
探
す
こ
と
が
で
き
る
優
秀

な
学
生
は
、
高
い
手
数
料
を
払
い
借
金
を
背

負
っ
て
ま
で
は
日
本
に
来
ま
せ
ん
。

畢
煜
：
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
奨
学
金
制
度
は
大
変
有
効
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
我
々
の
看
護
師
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
会
員
病
院
と
協
力
し
て
奨
学
金
制
度
を
構

築
し
、
こ
れ
ま
で
に
1
0
0
を
超
す
外
国
人

看
護
師
の
日
本
で
の
就
労
を
実
現
し
て
き
ま

し
た
。
同
様
に
、
介
護
人
材
を
受
け
入
れ
る

学
校
・
病
院
及
び
施
設
が
一
定
の
資
金
を
拠

出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
優
秀
な
人
材
が
日
本

で
安
心
し
て
介
護
士
を
目
指
す
こ
と
が
で
き

る
奨
学
金
制
度
を
構
築
す
る
こ
と
が
可
能
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

伊
東
：
介
護
人
材
を
受
け
入
れ
る
施
設
が
資

金
を
拠
出
す
る
こ
と
で
外
国
人
介
護
人
材
の

定
着
を
促
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
看
護

師
の
例
だ
け
で
な
く
、
介
護
士
に
お
い
て
も

事
例
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、

地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
は
、
介
護
福
祉
士
を

目
指
し
学
習
す
る
学
生
に
対
し
奨
学
金
を
支

給
し
、
卒
業
後
そ
の
地
域
で
継
続
し
て
５
年

間
介
護
等
の
業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
返
還

が
免
除
さ
れ
る
等
の
制
度
が
す
で
に
運
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

外
国
人
介
護
人
材
と
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
人
材
の
組
み
合
わ
せ
で
相
乗
効
果

が
期
待
で
き
る

畢
煜
：
施
設
に
お
け
る
外
国
人
介
護
人
材
の

受
入
れ
ル
ー
ト
と
し
て
、
日
本
の
専
門
学
校

等
の
養
成
施
設
を
卒
業
し
た
留
学
生
を
採
用

す
る
方
法
と
、
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
る

方
法
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
ル
ー

ト
に
お
い
て
も
、
日
本
語
教
育
は
大
変
重
要

で
あ
り
、
求
め
ら
れ
る
日
本
語
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
日
本
語
学
校
の
責
務
で
す
。

伊
東
：
現
在
、
3
年
の
実
務
経
験
後
に
国
家

試
験
に
合
格
す
れ
ば
継
続
的
に
日
本
で
就
労

可
能
と
す
る
案
が
厚
労
省
で
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
外
国
人
が
介
護
士
に

な
る
道
が
広
が
る
と
、
例
え
ば
高
校
の
卒
業

資
格
し
か
持
た
な
い
留
学
生
に
も
機
会
が
で

き
、
介
護
業
界
で
の
外
国
人
材
の
活
用
に
さ
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外国人介護人材プロジェクト始動
慢性化する人手不足を解消する手段として、2017年9月に施行された改正入
管難民法により、介護福祉士の資格を持つ外国人への在留資格が認められま
した。さらに11月に外国人技能実習制度の対象に「介護」が加わり、介護業界
での外国人材の活用に今までにない期待が高まっています。当協会においても、
会員病院より寄せられる期待に応えるべく、そして、医療・看護と密接な関係に
ある介護の分野においても、外国人材が活躍できるよう「外国人介護人材プロ
ジェクト」が始動いたしました。発起人である、新日本学院理事長の畢煜氏をは
じめ、関係者にこのプロジェクトの背景や目指す未来について話を伺いました。 写真：左より、伊東重治氏・今村七海氏・畢煜氏写真：左より、伊東重治氏・今村七海氏・畢煜氏写真：左より、伊東重治氏・今村七海氏・畢煜氏写真：左より、伊東重治氏・今村七海氏・畢煜氏



奨学金制度
技能実習生マネジメント協力

入国前・入国後の
技能実習生の日本語力の

確保及び向上

〈案〉 60万円
返還免除期間は入職後5年

奨学金制度
〈案〉 120万円
返還免除期間3～5年

①既存監理団体との提携
②協同組合の設立
③協会の公益社団法人化

案

②技能実習生 ③技能実習生等の指導員①介護福祉士

受入れ機関

医療人材国際交流協会

会員病院 ＋
会員（介護）施設

進学

介護福祉士資格取得

進学

来日来日来日

●技能実習生管理
●労働環境監督

介護福祉士養成学校

日本語学校

●日本語能力試験
　N2合格

※受験資格取得の為、日本語学校及び
提携専門学校在籍中に、介護施設での
３年の実務経験と実務者研修を修了
させる。

提携ベトナム看護大学高校

提携 ベトナム学生募集・日本語教育機関

●日本語レベルN5 ●看護大学卒業
●日本語レベルN4

●トップレベル看護大学卒業
●日本語レベルN3

外国人介護士
育成プロジェクト
 スキーム概要
（ベトナム）

提携送り出し機関
（ベトナム）

日本語学校

●マネジメントスキル
●日本語レベルN2以上
●介護福祉士国家試験※

提携専門学校

●介護施設でのアルバイト
●日本語能力試験N2合格

就職

不法滞在の
発生軽減
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ら
に
拍
車
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方

で
、
受
入
れ
側
と
し
て
は
、
言
葉
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
生
活
の
面
で
外
国
人
介
護

人
材
を
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
外
国
人
材

が
必
要
に
な
る
と
い
う
課
題
も
出
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
村
：
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
外
国
人

介
護
士
を
直
ち
に
日
本
人
介
護
士
と
同
レ
ベ

ル
の
戦
力
と
し
て
期
待
す
る
の
は
難
し
い
の

で
、
そ
れ
を
活
用
す
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が

受
入
施
設
に
お
い
て
大
変
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
日
本
の
看
護
師
資
格
の
取
得
に
は
日

本
語
能
力
N1
の
資
格
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

学
生
の
中
に
は
、
2
年
間
日
本
で
日
本
語
を

勉
強
し
て
も
残
念
な
が
ら
N2
に
と
ど
ま
る
学

生
も
い
ま
す
。
し
か
し
、
N2
で
あ
っ
て
も
十

分
な
会
話
力
を
持
ち
日
本
の
生
活
に
順
応
す

る
学
生
も
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
学
生
を
、
外

国
人
材
の
特
性
が
分
か
り
、
か
つ
看
護
や
介

護
の
知
識
・
ス
キ
ル
の
あ
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
担
当
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

外
国
人
介
護
人
材
の
安
定
的
な
供
給

と
定
着
に
向
け
て

畢
煜
：
当
協
会
で
は
、
現
在
、
技
能
実
習
生

の
受
入
れ
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
日
本

国
内
の
監
理
団
体
の
設
立
等
課
題
は
あ
り
ま

す
が
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た
優
秀
な
学
生
募

集
の
ル
ー
ト
、
日
本
語
教
育
お
よ
び
日
本
社

会
の
文
化
・
習
慣
を
理
解
し
実
践
で
き
る
人

材
の
育
成
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
活
か
し
、
会
員
病

院
・
施
設
に
対
し
少
な
い
リ
ス
ク
で
優
秀
な

外
国
人
介
護
人
材
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る

ス
キ
ー
ム
を
構
築
す
べ
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

進
行
中
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
外
国
人
介
護

人
材
が
日
本
人
と
融
和
し
て
活
躍
で
き
る
よ

う
、
管
理
、
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
含
め
た
、

包
括
的
な
会
員
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。



　  

平
成
30
年
1
月
23
日（
火
）

　
　 

於
：
新
宿
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
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第
1
回
事
務
部
会
開
催
報
告

　

前
日
に
関
東
近
郊
は
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
12
法
人
15
名

の
事
務
部
長
、
採
用
担
当
者
の
方
々
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

事
務
部
会
は
、
病
院
ご
と
に
課
題
が
異
な

る
た
め
、
事
前
に
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ

い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
（「
事

前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
」
参
照
）。
今
後
の

部
会
に
つ
い
て
は
、
そ
の
結
果
を
参
考
に
し

な
が
ら
議
論
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
顔
合
わ
せ
の
意
味
合
い
が
多
か

っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
、「
奨
学
金

の
経
理
処
理
に
つ
い
て
」
を
皮
切
り
に
、
12

月
に
行
わ
れ
た
理
事
会
報
告
、
2
0
1
8
年

度
に
ス
タ
ー
ト
予
定
の
外
国
人
介
護
人
材
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
等
、
各
テ
ー
マ
ご
と

に
様
々
な
議
論
を
し
て
い
た
だ
け
る
場
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
外
国
人
介
護
人
材
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
協
同
組
合
の
設
立
か

ら
来
日
す
る
技
能
実
習
生
の
日
本
語
レ
ベ
ル

の
問
題
な
ど
、
多
く
の
質
問
を
い
た
だ
き
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺

え
ま
し
た
。

　

2
時
間
に
渡
る
会
議
の
後
懇
親
会
と
な
り

ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
で
も
食
事
を
し
な
が
ら

様
々
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
外
国

人
看
護
師
の
話
題
に
留
ま
ら
ず
、
働
き
方
改

革
や
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
な
ど
話

題
は
多
岐
に
渡
り
、
活
発
な
意
見
交
換
の
中

で
、
病
院
の
事
務
職
な
ら
で
は
の
悩
み
や
苦

労
諸
々
に
共
感
す
る
声
が
四
方
か
ら
聞
こ
え

て
く
る
様
子
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。 

　

今
年
度
の
大
き
な
柱
と
し
て
は
、
看
護
師

採
用
後
の
育
成
・
活
用
・
離
職
防
止
と
共
同

購
買
に
関
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
な
が
ら
、

参
加
す
る
意
義
の
あ
る
会
合
と
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

医 療 人 材 国 際 交 流 協 会
事 務 部 会・看 護 部 会 が発 足
－協 会 の 質 向 上 へ－

本年より当協会は、「質の向上」をテーマに取り組んで参りたいと考えております。
今後の具体的な活動の柱のひとつとして、スケールメリットを生かしながら会員間の情報共
有と意見交換の場として事務部会・看護部会を発足いたしました。それぞれ年3回程度の
開催を予定しており、さらなる会員病院サポート体制の充実を図っていきます。

●会員病院での共同購入
  （発注ロットをまとめることでの経費削減策）
●看護補助者の採用について
  （看護補助者の採用が難しくなっている）
●診療報酬改定について
●看護師の離職防止に対する各病院の取り組みについて
●外国人の在留資格や就労ビサの研修会
●外国人看護師を定着させるために会員病院が工夫していること

事前アンケートの結果
「事務部会で取り上げて欲しいテーマは何ですか？」
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人
18
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の
看
護
部
長
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育
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院
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も
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た
。
当
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は
、
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加
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全
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し
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中
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話
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、
多
く
の

実
体
験
を
有
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の
ま
ま
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し
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だ
き
、

今
年
初
め
て
採
用
す
る
病
院
の
関
係
者
は
、

熱
心
に
メ
モ
を
取
り
、
今
年
度
よ
り
中
国
人

看
護
師
を
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用
す
る
に
あ
た
り
、
大
変
参
考

に
な
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た
と
の
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
後
、
就
職
し
た
学
生
の
ア
フ
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
の
た
め
に
一
斉
帰
校
日
を
設
け
る

こ
と
や
、
看
護
コ
ー
ス
の
授
業
に
病
院
の
看

護
部
長
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
な
ど
、
病
院

と
学
校
が
今
ま
で
以
上
に
連
携
し
て
、
学
生

の
教
育
や
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
く
こ
と
も
確

認
し
ま
し
た
。

「第13回東京都病院学会」ランチョンセミナー
外国人看護師受入れの期待、不安、育成

　去る平成30年2月25日（日）アルカディア市ヶ谷にて行わ
れた「第13回東京都病院学会」ランチョンセミナーにスポン
サー企業として参加しました。
　当協会の活動、実績が主催者側に認められ、初めての参
加でしたが、約70名ほどの方 に々中国人看護師採用に関する
「期待、不安、育成」というテーマで座談会形式の講演を行
いました。当日は、都内の会員病院、櫻井病院・中山看護部
長、右田病院・内田看護部長、東京リバーサイド病院・鶴ヶ崎
看護部長より、各病院が外国人看護師採用に至った経緯や
苦労されたこと、採用して良かったことなどをそれぞれお話し
いただきました。また、その後は、櫻井病院と東京リバーサイ
ド病院に就職した中国人
看護師お二人に、来日した
理由や、日本の病院で働い
てみての感想などを話して
もらいました。本年度は、秋
に行われます全日本病院
学会のランチョンセミナー
においても、スポンサー企
業として参加予定となって
います。

医 療 人 材 国 際 交 流 協 会
事 務 部 会・看 護 部 会 が発 足
－協 会 の 質 向 上 へ－

もらいました。本年度は、秋もらいました。本年度は、秋
に行われます全日本病院

においても、スポンサー企においても、スポンサー企

事前アンケートの結果
「外国人看護師の配属先はどこですか？」

急性期病棟
43%

手術室
11％回復期病棟

11％

6％

6％

6％

慢性期病棟

地域包括ケア病棟

老健・特養等の施設
急性期病棟
手術室
回復期病棟
慢性期病棟
地域包括ケア病棟
老健・特養等の施設
その他

17％
その他
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役員一覧

協会便り
様々な活動の一部をご紹介します

昭和43年に原田病院を開設以来、看護師の確保は常に大きな課
題でした。外国人看護師の活用で日本の看護師不足に一石を投じ
ることができないかと、私自身も当協会の設立に係ってきました。
当協会を通して社会に送り出した外国人看護師は100人を超えま
した。当協会も日本社会に一定の貢献ができつつあると感じてい
ます。関係各位には一層のご支援をお願いします。

ちょうど7年前に原田先生達と中国の大連、長春等の看護大学や
地元の関係者を訪問したのが昨日のように思い出されます。早い
もので、最初の中国人の看護師が新日本学院から私の病院に入職
してから5年が経ちました。その後、老健や特養でも学院の学生
達が介護のアルバイトもするようになり、昨年は計60余人が当
法人で働いています。社団法人が設立されて、私も役員の一端を
担うようになりました。益々の発展を願っています。

協会設立以来事務全般を担当してまいりました。理事就任にあた
り、外国人医療人材の活用と活躍の支援という設立の初心に立ち
返り、微力ながら協会の発展に貢献できればと考えております。

7年前中国人看護師2名の受入からスタートしたこのプロジェクト。今
年4月には40名が就職し、日本に送り出した外国人看護師の累計が
100人を超えました。これまでの皆様のご支援ご協力に心より感謝申
し上げます。今後は、受験と就職（採用）の支援にとどまらず、就
職後の外国人看護師・介護福祉士に対する支援、そして彼らを採用
する病院・施設に対する支援を充実拡大し、少子高齢化を迎える日
本社会に国際的人材交流を通して貢献して行きたいと考えています。

当会は発足から今日に至るまで地道で且つ実直な活動を通して会
員医療機関様に対し、過不足無い実績を示してきたものと自負し
ております。生産年齢人口の減少に対応するためには、外国人の
方々の有能なマンパワーが必要不可欠です。そのために、日本の
文化教養も加味した教育体制を整えると共に、留学生の要望も充
分に把握することで、より適正なマッチングに努めてまいります。

外国人看護師が会員病院等で定着し、人材確保が円滑に進みます
よう、監事としての役割を果たしてまいります。会員各位のご協
力をお願いいたします。

【会長】原田 雅義
社会医療法人東明会　原田病院　名誉理事長

病院の声を外国人看護師育成にしっかりと反映できるプロジェクトにしていくため、そして協会の持続的な向上を目指すにあたり、
理事会による協会運営としました。第4回定時社員総会にて選任され、それぞれ就任した5名の理事と監事を紹介します。

【理事】櫻井 秀樹
医療法人社団秀仁会　理事長

【理事】柿木 俊久
医療人材国際交流協会　事務局長

【代表理事】畢 煜 （ビ・リー）
新日本学院校長　明晴国際語学院理事長校長

【理事】右田 敦之
医療法人社団興和会　理事長

【監事】髙根 宏
医療法人徳風会　理事長

　日本の看護師を目指す中国の看護
師は、来日前に中国日本語学校でも
日本語を学習します。10月28日、新
日本学院の教職員が中国湖南省の日
本語学校が主催する「スピーチコン
テスト＆シットコム大会」に審査員と
して参加しました。
　どの学生の日本語もしっかりとし
ていて、兄弟や友人との身近な体験
を通して自分が感じたことなどをテ
ーマにしたスピーチは、どれも感動
的でした。シットコムコンテストは、
10以上のグループが、日本語の創作
劇を表情豊かに演じていて、楽しむ
ことができました。
　日本語教育への取り組みは、授
業だけでなく、学生の意欲を高める
様々な工夫がされていることが印象
的でした。

　11月1日、ベトナムのフエ医科薬科
大学の学長一行が、当協会の会員病
院である埼玉医科大学国際医療セン
ターを訪問しました。同大学からは
多くの卒業生が日本の看護師を目指
して当プロジェクトに参加していま
す。
　埼玉医科大学では、学長、国際医
療センター病院長、看護部長ほか多
くの先生と交流し、その後病院を見
学しました。
　また、前年、重篤な白血病のベト
ナム人患者を国際医療センターが受
け入れて完治したことに関し、フエ
医科薬科大学学長が、同じベトナム
人として病院長と診療チームに対し
てお礼を述べられました。

　4月1日、今年も36名の中国人看
護師が（正看護師30名／准看護師6
名）、20の病院に就職しました。こ
れで、2013年に当プロジェクト出身
の最初の中国人看護師が就職して以
来、累計で101名の看護師が日本の
病院への就職を果たしました。
　異国の言葉を学び、異国の文化
や習慣に順応し、異国の看護のやり
方を実践するために、外国人看護師
当人も、受け入れる病院スタッフも
様々な努力を重ねています。それぞ
れ苦労はあるものの、一方では、外
国人看護師が日本人看護師へのいい
意味での刺激になっているという報
告もあります。新人看護師の夢の実
現と受け入れ病院の発展を、これか
らも応援していきたいと思います。

長沙日本語学校訪問 フエ医科薬科大学学長一行が
埼玉医大国際医療センターを訪問 新人看護師36名が誕生

写真：旭ヶ丘病院で研修を受けている新人看護師
（前列左から2人目：李攀さん、3人目：李琴さん）
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新会員病院紹介

社会医療法人社団

光仁会
医療法人社団

寿光会

社会医療法人

河北医療財団
医療法人積仁会

旭ヶ丘病院

【概　　要】
所　在　地：東京都葛飾区東金町4-2-10
開　　　設：昭和56年11月
代　表　者：理事長　野村 明子

【入会の動機】
　光仁会は東京都葛飾区（第一病院）と茨城県守谷市（総合守谷第一病
院）において地域に根差した医療を提供しています。近年、働き手不足
が加速している中で当院においても中国人、フィリピン人など外国人の
方が活躍しています。医療人材国際交流協会からお知らせをいただいた
時はちょうど中長期的な看護職員の人材確保を考えている最中で、その
後学校見学に伺った際、すぐに生徒さん達の能力に手応えを感じトント
ン拍子で話が進み入会することとなりました。当法人でもこのような形
で雇用をするのは今年が初めてですので職員全員で力を合わせて育てて
行こうと楽しみにしています。これからも素晴らしい人材の育成、紹介
を期待しています。

【概　　要】
所　在　地：千葉県いすみ市岬町桑田2531
開　　　設：平成19年10月1日
代　表　者：理事長　作田 美緒子
経 営 理 念：「安心・信頼・希望」

【入会の動機】
　寿光会では長年看護学生の要請に力を入れてきました。学校に係る費
用を奨学金により法人が立替え資格取得の応援を行っております。しか
し、近年は「看護師になりたい」という方が減少しております。看護師
採用の方策としてベトナム人看護師の受け入れを検討し2020年に数名
受け入れる予定としています。しかし、申し込んでから4年経たないと
受け入れできないこともあり現状の看護師不足を改善することができな
い中、医療人材国際交流協会からお知らせをいただき説明を受けた次第
です。中国人の生徒さんは日本語レベルも高く入会して2年で採用が可
能となるため人材不足の解消にはつながると思い入会いたしました。

【概　　要】
所　在　地：杉並事業部（河北総合病院）　東京都杉並区阿佐谷北1-7-3
　　　　　　多摩事業部（天本病院）　　　東京都多摩市中沢2-5-1
開　　　設：1928年
代　表　者：理事長　河北 博文
経 営 理 念：社会文化を背景とし 地球環境と調和したよりよい医療へ
　　　　　　の挑戦

【入会の動機】
　私たちは、杉並区の地域中核病院として地域住民のニーズに応えなが
ら活動を拡大し、河北総合院（407床）を中心に8施設で急性期から在
宅まで一貫した医療・介護・保健サービスを提供しています。多摩市で
は天本病院を中核とし、高齢化に対応した在宅訪問医療に力を入れてい
ます。労働人口が減少する昨今、医療の質向上に役割を果たす看護師の
確保が一層重要となります。そこで日本での就労を希望する海外からの
力に期待し入会させていただきました。外国人観光客も増加し、医療現
場でのグローバルな会話力も重要となり、その一翼を担う人財としても
期待しています。当財団では中国人看護師の採用に15年以上の実績が
あります。一緒に働きませんか。

【概　　要】
所　在　地：埼玉県日高市森戸新田99-1
開　　　設：昭和30年
代　表　者：理事長　髙木 進
経 営 理 念：信頼と愛にあふれる医療・福祉の提供を継続し、地域に
　　　　　　貢献します

【入会の動機】
　以前は所属医師会の看護専門学校に就労学生として通学する学生が多
くいました。しかし、近年、若い就労学生を確保することが難しくなっ
てきています。夜勤者を確保するためにも若い看護師を積極的に採用し
たいと考えていました。2年程前に医療人材国際交流会で志高い中国人
看護師が真剣に学んでいる姿を見る機会があり、ぜひ採用したいと思い
ました。法人内には老人保健施設や訪問看護ステーションも併設してお
り、地域の医療・福祉において大きな役割を担っています。また、看護
部では地域活動を積極的に行い地域住民の疾病予防にも力を入れていま
す。今後は国籍に関係なく、日本の地域医療・福祉を担う人材を育てて
いきたいと考えています。



※2018年4月1日現在

会員法人 所在地 病院 入会年度
社会医療法人　東明会 埼玉県入間市 原田病院 2013
医療法人社団　秀仁会 東京都あきる野市 櫻井病院 2013
学校法人　埼玉医科大学 埼玉県入間郡毛呂山町 　 2014埼玉医科大学、  国際医療センター、  総合医療 

センター、  丸木記念福祉メディカルセンター

医療法人社団　徳風会 千葉県山武郡芝山町 高根病院 2014
医療法人財団　興和会 東京都八王子市 右田病院 2014
公益社団法人　東松山医師会 埼玉県東松山市 東松山医師会病院 2015
医療法人　三矢会 千葉県八街市 八街総合病院 2015
医療法人　瑞穂会 埼玉県川越市 城南中央病院、川越リハビリテーション病院 2015
社会医療法人社団　正志会 東京都荒川区 荒木記念 東京リバーサイド病院　 2016
医療法人社団　健育会 東京都板橋区 熱川温泉病院、西伊豆健育会病院　 2016
医療法人社団　愛語会 東京都豊島区 要町病院　 2017
医療法人　美篶会 千葉県南房総市 中原病院　 2017
医療法人社団　永生会 東京都八王子市 永生病院、南多摩病院　 2017
社会医療法人　河北医療財団 東京都杉並区 河北総合病院、天本病院　 2018
医療法人　積仁会 埼玉県日高市 旭ヶ丘病院　 2018
社会医療法人社団　光仁会 東京都葛飾区 第一病院、総合守谷第一病院　 2018
医療法人社団　寿光会 千葉県いすみ市 岬病院　 2018

一般社団法人
医療人材国際交流協会
会員病院一覧（入会順）

医療人材国際交流協会のホームページを開設しました ホームページはこちら

△

http://iryojinzai.or.jp/

海を越えて　2018年春号
2018年5月1日発刊

発行元：一般社団法人医療人材国際交流協会　住所 〒197-0013  東京都福生市武蔵野台1-3-2　TEL 042-513-7620
制　作：株式会社エア・デザイン　http://www.airdesigns.co.jp

　この度、一般社団法人医療人材国際交流協会様のお仲間に加
えていただきました医療法人社団永生会の安藤高夫です。現在、
永生会では、外国人職員の採用として、27人の方々が医療そして
介護に従事していただいております。
　これまで各国とのEPA（経済連携協定）に基づき、インドネシア
からは平成20年度より受入れ、フィリピンからは平成21年度より
受入れ、ベトナムからは平成26年度より受入れを行ってきました。
これは、国際社会への貢献という目的に加えて、国籍を問わずより
質の高い看護や介護を提供できる人材の育成を行うこと、そして、
現在の日本の医療機関にて大きな課題でもある、看護職及び介
護職不足への一つの策となっているのも現実です。
　また、国籍の異なる外国人を日本人の職場に受け入れることに
より、職場の活性化につなげようという意図もあり、受け入れた職
場では教育における負担はもちろんですが、それ以上に法人に大
きな財産をもたらしてくれています。
　一方で、日本における外国人職員の採用においては、大きな課
題があります。例えば、前述の3か国の方にとっては、日本語という
言語のハードルが高く、それが看護師国家試験合格を困難なもの
にしていると認識しています。そのような中、中国国籍の方は、漢
字に慣れていることから、看護師国家試験の合格率が高いという
データも示されております。そのような経緯で、今般、貴協会に加
入させていただきました。加えて、その中核機関である新日本学院
様には大いに期待しているところであります。
　貴協会では、先般、事務部会や看護部会といった情報交換の
場も立ち上げられ、中国人職員のマネジメントをはじめ、それに関
連する事項、あるいは中国人に限らず、各施設で課題になっている

ことへの対応等に関し、幅広く議論できる環境つくりを推進されて
いると伺っております。そういった貴協会の今後の活動や運営に
は大変注目しており、それらに対し、永生会としても協力を惜しま
ないつもりでおります。
　永生会は地域包括ケアにおける急性期、回復期、慢性期、在
宅、介護事業という、幅広い医療と介護を地域の皆様にご提供さ
せて頂いております。最近ではアジアからも中国、韓国、台湾、シン
ガポールを始め、多くの国 と々も交流を持たせていただいておりま
すが、今後もさらに諸外国との交流を深め、アジアの医療介護の
お役に立てればと思っております。
　最後になりましたが、今後とも、貴協会及び各協会員様のから
のご指導ご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げますととも
に、皆様の益々のご発展とご健勝をご祈念申し上げます。

特別寄稿

「医療人材国際交流協会への期待と激励」
医療法人社団永生会理事長  安藤高夫

安藤 高夫  略歴

  1984年3月
　　日本大学医学部卒業
  1989年8月
　　医療法人社団永生会　理事長
  2003年4月
　　公益社団法人全日本病院協会　副会長
　　一般社団法人東京都病院協会　副会長
  2006年4月

一般社団法人日本慢性期医療協会　副会長
  2014年12月
　　医療法人社団明生会　理事長
  2016年6月
　　公益社団法人日本医師会　代議員
  2017年10月
　　衆議院議員
  2018年2月
　　公益社団法人東京都医師会　参与


